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Cu2ZnSnS4（CZTS）は低コストで環境にやさしい太陽電池材料として期待されている．しかし，

変換効率は 9.2%と理論効率と比べて低いのが現状である(1)．これまで，化学量論比組成から大き

く離れた試料のフォトルミネッセンス(PL)の観測を行ってきたが(2)，本研究では化学量論比組成付

近の組成を持つ様々なサンプルの PL を観測することで，組成と欠陥の関係を調査した． 

CZTS 薄膜は金属ターゲットを用いたスパッタ‐硫化法により作製した．PL は励起強度並びに

試料温度を変化させて観測した．励起光源には CW Nd
3+

 :YVO4レーザの第二高調波(532 nm)を用

いた．発光は f =60 mm のポリクロメータで分光した後に Si-CCDで検出した．測定した各サンプ

ルの組成比は EPMAを用いて測定した． 

Fig. 1 に 5 Kにおけるの各サンプルからの発光スペクトルを，Fig. 2 に各サンプルの組成比を示

す．Fig. 2 に示す様に A, B, C に分類される幅の広いスペクトルが観測され，それぞれのピークエ

ネルギーは約 1.2 eV, 1.3 eV, 1.5 eV となった．Cの発光は CZTS と異相からの発光であり，Aと B

では band to impurity遷移による発光が支配的であることがわかった．Bの発光ではポテンシャル

搖動量は 25-30 meV 程度であると見積もられた．Aの発光では感度限界で低エネルギー側のスペ

クトルを観測することができず，ポテンシャル搖動量を見積もることができなかった． 

   

Fig. 1 PL spectra at 5 K Fig. 2 Composition ratio by EPMA 
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